
郡
中
御
影

報
恩
講

2024年7月23日（火）

本蓮寺 （石川県小松市細工町28）

木越 祐馨 氏

7:00 勸歸寺晨朝勤行

7:30 勸歸寺出発（御影道中）

7:50 本蓮寺到着

8:30 郡中御影報恩講 勤修

相続講員物故者追弔法要 勤修

10:25 法 話

11:05 休 憩

11:20 法 話

12:00 閉会式           

10:00 宗務総長表彰式

各組功労感謝状授与

各組功労者表彰状授与

みなさま、お誘いあわせて、お参りください。

主催：真宗大谷派小松大聖寺教区（小松市小馬出町26 ℡ 0761-22-0555）

小
松
大
聖
寺
教
区

期 日

会 場

講 師

講 題

日 程

「能美四講から郡中講へ」
暑さ対策のため、開始時間を例年より30分繰り上げ
日程を正午までとします。
地図は裏面をご参照ください。

ほんれんじ

きごし ゆうけい

のみ しこう ぐんちゅうこう

※ 昼食（弁当）は事前申込された

各組門徒会の方々・出仕者・役職者のみ

輪島市門前町 光琳寺住職
加能地域史研究会代表



「郡
中
御
影
報
恩
講
」と
は

「
郡
中
御
影
」
は
、
約
四
〇
〇
年
前
の

一
五
九
五
年
に
、
本
願
寺
教
如
上
人
か

ら
能
美
郡
二
百
二
十
余
ヵ
村
か
ら
な
る

「四
日
講
」に
交
付
さ
れ
た
、
「親
鸞
聖
人
」

と
「顕
如
上
人
」の
御
影
（御
絵
像
）で
す
。

当
時
、
天
下
統
一
を
も
く
ろ
む
織
田
信

長
は
、
本
願
寺
に
対
し
て
軍
事
・
経
済
の

両
面
か
ら
執
拗
な
制
裁
を
加
え
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
本
願
寺
門
徒
は
大
阪
（
石
山
）

本
願
寺
（
現
在
の
大
阪
城
の
地
）
を
中
心

に
、
一
五
七
〇
年
か
ら
十
年
間
の
弾
圧
に

耐
え
忍
び
ま
し
た
。
世
に
い
う
「
石
山
合

戦
」で
す
。

本
願
寺
門
徒
を
根
絶
や
し
に
す
る
た
め

皆
殺
し
に
し
て
い
っ
た
信
長
軍
に
対
し
、

本
願
寺
第
十
一
代
顕
如
上
人
の
長
男
で

あ
る
教
如
上
人
は
、
徹
底
抗
戦
を
決
し
て
、

全
国
の
門
徒
に
檄
文
（
波
佐
谷
の
「
手
の

内
御
書
」
な
ど
）
を
飛
ば
し
、
父
・
顕
如
上

人
と
対
立
し
な
が
ら
も
大
阪
本
願
寺
に

籠
城
し
ま
し
た
。

石
山
合
戦
で
は
、
お
念
仏
の
教
え
に
生

き
る
ご
門
徒
が
全
国
各
地
か
ら
応
援
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
が
、
能
美
郡
中
か
ら
は
、

特
に
選
抜
さ
れ
た
多
く
の
ご
門
徒
が
石

山
本
願
寺
に
馳
せ
参
じ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

郡
中
御
影
は
、
そ
の
労
苦
に
こ
た
え
教

如
上
人
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

郡
中
御
影
報
恩
講
は
小
松
六
ケ
寺
が

持
ち
回
り
で
会
所
と
な
り
、
こ
の
二
幅
の

御
影
を
お
掛
け
し
て
、
毎
年
七
月
二
三

日
に
お
勤
め
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
以

前
は
秋
茄
子
が
採
れ
始
め
る
八
月
に
お

勤
め
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
な
す
び
の

報
恩
講
」
（
な
す
び
の
ほ
ん
こ
さ
ん
）
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ぐ
ん
ち
ゅ
う

ご
え
い

ほ
う
お
ん
こ
う

御
影
道
中
は

勸
歸
寺
さ
ん
を
出
発
し
て

本
蓮
寺
さ
ん
に
向
か
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

稱名寺

本光寺

勸歸寺

勝光寺

本覺寺

本蓮寺

團十郎
芸術劇場
うらら

ハイパー
ホテル小松

みよっさ

さくら湯

北陸銀行
小松支店

小松大聖寺
教務所

小松
味道園

芦城
小学校

なすびの
ほんこさん

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

当
日
は
暑
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

お
参
り
の
方
は
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
、

お
願
い
し
ま
す
。八

の
市
曳
山
通
り
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